
肥料A（　　　　　　　）を　　月　　日　　　10a当たり　　　O施用�
肥料B（　　　　　　　）を　　月　　日　　　10a当たり　　　O施用�
肥料C（　　　　　　　）を　　月　　日　　　10a当たり　　　O施用�
�
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◎品目と品種　作物名（　　　　　　　　　　　　　） 　品種名（　　　　　　　　　　　　　）�

◎播種または定植日（　  　　月　　　日　　　） �

◎当日の生育ステージ　本葉（　　　　　）枚位　　または具体的に（　　　　　　　　　　　　　　）�

◎障害が出始めた時期と生育ステージ（　　　　月　　　日　　） ごろより発生  　本葉（　　　　）枚�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　または具体的に（　　　　　　　　　　　　　　）�
�

要素障害診断のための問診票 �
No（　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       記入　　　年　　月　　日�

◎決まった場所から障害が出るか　（　）出る　（　）出ない　（　）全体に出る�

◎それはどこか　（　）上位葉から　（　）下位葉から　（　）中位葉から　（　）茎　（　）果実�

◎葉に症状が出る場合主にどの辺に�
（　）全体に　（　）先端が　（　）根もとから　（　）周辺が　（　）葉脈にそって　（　）葉脈が　（　）不規則に�

◎どのような症状か ＊できれば写真を撮る�
（　）萎れる　（　）枯れる　（　）奇形になる　（　）小斑点［　　　］色 　（　）クロロシス�
（　）カップリング　（　）大きな斑点［　　　］色　　（　）［　　　］色に変色する�

  具体的な症状：�

�

�

◎圃場は（　）露地　（　）ハウス　（　）養液栽培　（　）その他（　　　　　　　　　　　）�

◎周辺でも同様の障害が出ているか�
（　）出る　（　）同一人物の圃場　（　）出ない　（　）不明　（　）他の人の圃場�

◎栽培環境の変化（品種、肥料、資材、用水、栽培時期）など�
（　）ある　（　）ない　　※ある場合（ 　 　　年 　 　　月　　）ごろから�

  具体的な変更要件：�

◎気温　いつもより（　）高温　（　）普通　（　）低温�

◎降雨　いつもより（　）多い　（　）普通　（　）少ない�

◎発生する時期（　）決まっている　（　）決まっていない　（　）不明�

◎土壌水分条件（　）乾燥気味　（　）適当　（　）過湿気味�

�

�

�

�

◎肥料の種類と施用量�

◎土壌改良資材の種類と使用量�
資材A（　　　　　　　）を　　月　　日　　　10a当たり　　　O施用�
資材B（　　　　　　　）を　　月　　日　　　10a当たり　　　O施用�
資材C（　　　　　　　）を　　月　　日　　　10a当たり　　　O施用　�

◎過去にも出ているのか（　）初めて　（　）過去にも出ている　（　 　）年位前から�

◎発生場所は圃場全体か局所的か（　）圃場全面　（　）一部に偏っている�
　　　　　　　　　　　　　　　※局所的な場合、どんな場所に偏っているか（　　　　　　　　　　　　）�

◎農薬やホルモン剤の施用　（　　　　月　　　日）に資材A（　　　　　　　）を使用�
　　　　　　　　　　　　　（　　　　月　　　日）に資材B（　　　　　　　）を使用�
　　　　　　　　　　　　　（　　　　月　　　日）に資材C（　　　　　　　）を使用�

◎周辺の植物の異常（　）無し　（　）有り�

◎その他気がついたこと�

＊写真を撮ること、全体、症状のアップ  ＊＊書ききれないときは適宜用紙を追加して記入 �


